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平
成
26
年
度
採
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　

３
名
程
度

■
応
募
資
格

　

�

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
大

卒
業
又
は
、
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
方
。

■
受
付
期
間

　

５
月
24
日（
金
）
～
６
月
14
日（
金
）

　

期
限
厳
守

■
１
次
試
験

　

日
時　

７
月
28
日（
日
）

　

場
所　

県
立
岐
山
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
外

■
１
次
試
験
発
表　

８
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　

９
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表　

10
月
中
旬（
予
定
）

共
通
事
項

■
応
募
方
法　

　

�

応
募
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙（
役

場
政
策
広
報
課
備
え
付
け
）に
記
入
し
、

次
の
書
類
を
添
え
て
、
役
場
政
策
広
報

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

　

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
職
務　

小
学
校
児
童
の
保
育･

指
導

■�

勤
務
場
所　

町
内
小
学
校
内
に
あ
る
留

守
家
庭
児
童
教
室（
学
童
保
育
）

■
募
集
人
員　

�

若
干
名

■�

応
募
資
格　

児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意

を
有
し
、
知
識
ま
た
は
経
験
を
有
す
る

者
■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■�
雇
用
期
間　

７
月
22
日（
金
）～
８
月
30

日（
金
）ま
で（
夏
休
み
期
間
中
）

■
給
与

　

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

　

�

時
給
８
１
０
円（
保
育
士
な
ど
の
資
格

を
有
す
る
場
合
は
８
７
０
円
）

■�

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分

～
18
時
ま
で（
８
月
13
日
～
15
日
は
除

く
）

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
25
日

（
火
）ま
で
に
役
場
子
育
て
支
援
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

 

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
な
ど
の
受
給
資
格
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
人
が
、
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
は
満
額
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
た
期
間
の
あ
る
人
は
、
老
齢
厚
生

年
金
も
受
給
で
き
ま
す
。

○
受
給
す
る
た
め
の
要
件

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
25
年
以
上
の
受
給
資
格

期
間
が
必
要
で
す
。
受
給
資
格
期
間
に
は

次
の
よ
う
な
期
間
が
含
ま
れ
ま
す
。

①�

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

　
（
第
１
号
被
保
険
者
期
間
）

②
第
２
号
被
保
険
者
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間

④
保
険
料
の
免
除
期
間

⑤�

昭
和
36
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年
３
月
ま

で
の
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
期
間

⑥
任
意
加
入
期
間
や
カ
ラ
期
間

　

任
意
加
入
で
年
金
受
給
が
可
能
に

　

次
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
の

任
意
加
入
者
に
な
り
、
第
１
号
被
保
険
者

と
同
じ
額
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

＊�
「
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
」

「
年
金
額
が
満
額
に
な
ら
な
い
」
と
い

う
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
。

�

・�

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
人
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
で
き
る
特
例

が
あ
り
ま
す
。

＊�

日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
日
本
人
。

　
　

カ
ラ
期
間
と
は

　

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受

給
資
格
期
間
と
し
て
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
次
の
よ
う
な
期
間
の
こ
と
で
す
。

＊�

昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
、
会
社
員
・
公

務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

＊�

平
成
３
年
３
月
ま
で
に
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
学
生
の
期
間

＊�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特

例
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期

間（
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
）な
ど

○
老
齢
基
礎
年
金
額（
年
額
）

　
　
　

７
８
万
６
５
０
０
円

　

こ
れ
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額

で
す
。
40
年
に
満
た
な
い
と
き
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

繰
上
げ
支
給
・
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
給
で
す

が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
減
額
さ
れ
た
繰
上
げ
支
給
の

年
金
を
受
け
た
り
、
66
歳
以
降
に
増
額
さ

れ
た
繰
下
げ
支
給
の
年
金
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
で
加
入
期
間
の
点
検
を

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
と
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
毎
年
誕
生
月
に
ね
ん
き
ん
定
期
便
が

送
付
さ
れ
、
年
金
加
入
記
録
の
定
期
的
な

確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
定
期
便
が
届
い
た
ら
、
必
ず
内
容
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を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

年
金
加
入
記
録
に
間
違
い
や
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
定
期
便
に
同
封
さ
れ
て

い
る
問
い
合
せ
電
話
番
号
先
へ
連
絡
す
る

か
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４
―
７
８
―
５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅
１
号
棟　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
北
方
奥
郷
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
３
０
０
円
～

③
北
方
さ
つ
き
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
２
２
４
７
の
２

　

・
建
設
年
度　

昭
和
53
年
度

　

・
簡
易
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
０
０
０
円
～

④
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
１
２
０
０
円
～

⑤
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

⑥
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

�

・�

⑤
以
外
に
つ
い
て
は
現
在
同
居
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約
者

含
む
）が
あ
る
こ
と
。

�

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

�

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

�

・
所
得
条
件
あ
り

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

６
月
３
日（
月
）～
６
月
17
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
25
年
６
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

児
童
手
当「
現
況
届
」の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
は
、
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

後
日「
現
況
届
」を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、内
容
を
確
認
の
う
え
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、次
の
と
お
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。こ
の
届
出
が
な
い
と
、６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

■�

提
出
場
所　

役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

■
現
況
届
提
出
の
際
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど

�
・�
請
求
者
が
被
用
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
）で
あ
る
場
合
は
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し（
注
）

　
（
※
注　

�
児
童
の
被
保
険
者
証
で
は
な

く
、
請
求
者
の
被
保
険
者
証

の
写
し
が
必
要
で
す
。）

※�

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
場
合
は
平
成
24
年
分
の

所
得
課
税
証
明
書（
１
月
１
日
現
在
お

住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

身
体
障
が
い
者
補
装
具
の

�

相
談
会
に
つ
い
て

　

身
体
障
が
い
者
を
対
象
に
、補
装
具
の
交

付
や
修
理
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

通
常
は
、
岐
阜
市
に
あ
る
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
判
断
が
必
要
な
補
装
具

も
、
今
回
の
相
談
会
で
判
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

平
成
25
年
６
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
社
会
福
祉
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
」
の

講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
ご
希
望
に
応
じ
て
県
か
ら
職
員
ま
た

は
専
門
の
外
部
講
師
を
派
遣
す
る
「
出
前
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講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？
」「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？
」「
地
域
の
男
女
共
同
参

画
を
進
め
る
に
は
、何
が
必
要
だ
ろ
う
？
」

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
テ
ー
マ
な
ら
、

ど
な
た
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
お
話
を

し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
講
座
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
派
遣
の
対
象

�

・�

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
の
団
体
が

実
施
す
る
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の

う
ち
「
男
女
共
同
参
画
」
や
「
Ｄ
Ｖ
防

止
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
会
合

�

・
参
加
者
20
名
程
度

※
次
の
会
合
は
対
象
外
と
し
ま
す

�

・
営
利
を
目
的
と
す
る
会
合

�

・�

宗
教
的
、
ま
た
は
特
定
の
主
義
主
張
の

浸
透
を
図
る
会
合

�

・
そ
の
他
適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
会
合

■
申
込
方
法

�

・�

会
合
の
テ
ー
マ
を
確
定
し
、
揖
斐
川
町

役
場
２
階
政
策
広
報
課
で
仮
申
込
書

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

・�

８
月
30
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

�

・�

実
施
日
は
、
申
込
の
日
か
ら
最
低
１
か

月
半
後
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

�

・�

実
施
時
間
は
、
原
則
平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

�

・�

候
補
日
を
第
３
希
望
ま
で
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。

■�

実
施
場
所　

派
遣
を
希
望
す
る
団
体
で

確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
費
用

�

・�

講
師
派
遣
に
係
る
経
費（
講
師
謝
金
及

び
交
通
費
）は
県
が
負
担
し
ま
す
。

�

・�

そ
の
他
の
費
用（
消
耗
品
費
、
会
場
使

用
料
等
）は
派
遣
を
希
望
す
る
団
体
で

負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

�

・�

予
定
数
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

い
た
し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
・�

講
師
の
都
合
に
よ
り
、
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■�

そ
の
他　

講
座
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習

会
の
お
知
ら
せ

　

い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
こ

ろ
の
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■�

日
時　

６
月
21
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分

■
場
所　

揖
斐
総
合
庁
舎
５
階
大
会
議
室

■�

講
師　

浅
野　

良
雄
氏（
対
話
法
研
究

所　

所
長
、
足
利
短
期
大
学
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

■�

演
題　
『
こ
こ
ろ
の
通
う
対
話
法
～
こ

こ
ろ
の
健
康
は
、
心
地
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
～
』

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
申
込
締
切　

６
月
14
日（
金
）

【
申
込
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
振
興
局
揖
斐
事
務
所
振
興
課

　

℡
２
３
―
１
１
１
１（
内
線
２
０
６
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ニ

ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
受
付
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
県
連
合
会

が
、
岐
阜
労
働
局
か
ら
委
託
を
受
け
実
施

し
て
お
り
、
雇
用
・
就
業
な
ど
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
様
々
な
技

能
講
習
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
込
書
等
準

備
し
て
い
ま
す
。
各
講
習
会
は
、
人
数
制

限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
県
シ
ル

バ
ー
連
合
会
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

�（
公
社
）岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　

℡
０
５
８
―
２
４
９
―
０
２
２
８

　

FAx
０
５
８
―
２
４
８
―
９
７
３
０

【
仕
事
の
受
付
も
し
て
い
ま
す
】

�

・�

草
刈
り　

・
草
取
り　

・
剪
定　

・
襖
、

障
子
、
網
戸
は
り

�

・�

家
事
援
助　

・
病
院
等
の
外
出
の
付
き

添
い　

・
簡
単
な
大
工
仕
事

�

・
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど

　

そ
の
他
詳
細
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
６
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

６
月
３
日（
月
）、
17
日（
月
）

　

午
前
10
時
開
始�

＊
約
一
時
間
半
程

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

�（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

２
階

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

℡
２
３
―
０
９
０
７

　

FAx
２
３
―
０
９
１
３

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）
主

催
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

　

当
法
人
で
は
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を

目
指
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
と
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
ま
で
に
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
認
知
症
の
予
防
と
対
応
」
を

男
女
共
同
参
画
週
間

期
間　

６
月
23
日（
日
）～
29
日（
土
）

平
成
25
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。」
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テ
ー
マ
と
し
て
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

『
平
成
25
年
度
第
１
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

■
日
時

　

６
月
18
日（
火
）10
時
か
ら
11
時
30
分

■
場
所

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
会
議
室

■
テ
ー
マ　
「
認
知
症
の
予
防
と
対
応
」

■
内
容

�

・
認
知
症
と
は

�

・
最
新
治
療
に
つ
い
て

�

・
脳
年
齢
テ
ス
ト
に
つ
い
て

�

・
脳
と
体
を
和
ら
げ
る
ス
ト
レ
ッ
チ

■
講
師　

医
師　

小
林　

浩
司　

先
生

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

河
村　

貴
寿　

先
生

■
定
員　

30
名

■
参
加
費　

無
料

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
せ

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ

　

℡
２
２
―
０
１
２
２

　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時

　

土
曜
日　

８
時
30
分
～
12
時

　

日
祝
日
休
み　

担
当　

安
江

■
そ
の
他

※�

参
加
さ
れ
た
方
に
は
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
１

日
無
料
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

尚
、
受
付
期
限
は
前
日
の
17
日
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
先
着
30
名
の
定
員

と
な
り
次
第
、
受
付
は
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き
は

�

お
早
め
に

　

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
申
告
・
納
付

期
限
は
、
６
月
１
日（
土
）か
ら
７
月
10
日

（
水
）ま
で
で
す

　

岐
阜
労
働
局
、
各
労
働
基
準
監
督
署
で

は
、
６
月
３
日
か
ら
申
告
書
の
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
期
限
直
前
は
、
窓
口

が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
手
続
き
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
「
ｅ

－

Ｇ
ｏ
ｖ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
１
５

 

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談
所
の
開
設

に
つ
い
て

　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
等
、
だ
れ
に
も

打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

６
月
24
日（
月
）～
６
月
30
日（
日
）

　

�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
８
時
30
分
～
19

時

　

土
曜
日
、
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

℡
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

�

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
相
談
担
当
者

�

・�

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も

人
権
云
委
員
会
委
員

�

・
岐
阜
県
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
課
員

 

オ
ー
ナ
ー
農
園
の
募
集
に
つ
い
て

　

谷
汲
オ
ー
ナ
ー
農
園
で
は
、
さ
つ
ま
い

も
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１

口
約
20
株
で
、
１
口
か
ら
お
申
込
み
で
き

ま
す
。

　

収
穫
は
９
月
下
旬
頃
に
な
る
予
定
で
す

（
後
日
、
収
穫
日
が
決
定
し
た
ら
通
知
し

ま
す
）。

■
オ
ー
ナ
ー
料　

１
口　

３
０
０
０
円

（
お
一
人
、
何
口
で
も
申
込
で
き
ま
す
。）

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
方
法

　

土
日
祝
祭
日
を
除
き
、
月
～
金
曜
日
の

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
揖
斐
川
町

谷
汲
振
興
事
務
所　
基
盤
整
備
課
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
・
お
申
込
み
】

　

谷
汲
振
興
事
務
所　

基
盤
整
備
課

　

℡
５
５
―
２
１
１
１

　

FAx
５
５
―
２
７
１
４

土砂等の採取及び埋立て等に関する条例の制定について
　農地等から砂利を採取し土砂を搬入して埋め立てる場合、搬入される土砂等の土質に規制がされることに
なりました。
　地下水の汚染や周辺農地等への影響が懸念されることから、町、事業者及び土地所有者の責務を明らかに
しました。
　これまでは、3,000 平方メートル以上の採取及び埋立てについては『岐阜県埋立て等の規制に関する条例』
で対応していましたが、今回町条例を制定して 3,000 平方メートル未満の採取及び埋立てについても対象範
囲を拡大しました。なお、国や県、町など公共事業に関しては適用が除外されます。
　詳しいことは、農林振興課（℡ 22－2111）まで問い合せてください。



25 Public Information IBIGAWA

横
山
ダ
ム
・
徳
山
ダ
ム
は
、今
年
も

洪
水
被
害
を
減
ら
す
た
め
が
ん
ば

り
ま
す
！

今
年
も
い
よ
い
よ
洪
水
期
に
入
り
ま
す
。

　

毎
年
６
月
16
日
～
10
月
15
日
は
、
梅
雨

や
台
風
に
よ
る
洪
水
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

横
山
ダ
ム
と
徳
山
ダ
ム
は
、
揖
斐
川
上

流
域
に
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
な
れ
て

設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
体
と
な
っ
て
防
災

操
作（
洪
水
調
節
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
台
風
16
号
洪
水
で
は
、
横

山
ダ
ム
と
徳
山
ダ
ム
に
流
れ
込
ん
で
き
た

水
の
う
ち
、
名
古
屋
ド
ー
ム
約
45
杯
分
の

水
を
ダ
ム
湖
に
貯
め
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、ダ
ム
下
流
の
大
垣
市
万
石
地

点
の
揖
斐
川
で
は
、水
位
を
約
一
．二
メ
ー

ト
ル
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
下
流
の
今
尾
地
点
で
は
、横
山
ダ
ム
と

徳
山
ダ
ム
が
な
け
れ
ば
、「
は
ん
濫
危
険
水

位
」を
超
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
ダ
ム
の「
洪
水
調
節
」っ
て
？

Ａ
．
ダ
ム
は
、「
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
」!?

　

大
雨
が
降
っ
て
洪
水
に
な
る
と
、
防
災

操
作
（
洪
水
調
節
）
が
目
的
の
ダ
ム
で
は
、

ダ
ム
湖
に
流
れ
込
ん
で
く
る
洪
水
の
一
部

を
貯
め
込
み
、
下
流
へ
流
れ
出
る
量
を
少

な
く
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
に
お

湯
を
注
ぐ
と
、
コ
ー
ヒ
ー
に
な
っ
た
お
湯

が
ゆ
っ
く
り
カ
ッ
プ
に
注
が
れ
る
の
に
似

て
い
ま
す
。

　

お
湯
を
注
ぎ
終
わ
っ
た
後
は
、
コ
ー

ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
に
残
っ
た
お
湯（
コ
ー

ヒ
ー
）が
し
ば
ら
く
滴
り
落
ち
ま
す
。

　

ダ
ム
も
洪
水
が
去
っ
た
後
、
ゆ
っ
く
り

と
放
流
を
続
け
、
ダ
ム
湖
の
水
位
を
下
げ

る
操
作
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．�

ダ
ム
の
操
作
が
原
因
で
洪
水
被

害
が
起
き
る
と
聞
い
た
け
ど
？

Ａ
．
ダ
ム
は
洪
水
時
、
ダ
ム
湖
に
流
れ
込

ん
で
く
る
洪
水
の
一
部
を
貯
め
込
み
、
残

り
を
河
川
に
放
流
し
ま
す
。
こ
の
際
、
ダ

ム
か
ら
の
放
流
で
河
川
の
水
位
が
急
に
上

が
ら
な
い
よ
う
、
細
か
く
ダ
ム
の
ゲ
ー
ト

操
作
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
り
、
職
員
が
24

時
間
体
制
で
ゲ
ー
ト
を
操
作
し
ま
す
。

　

ま
た
、
た
と
え
計
画
以
上
の
大
洪
水
が

来
て
も
、
洪
水
時
に
ダ
ム
湖
へ
流
れ
込
ん

で
く
る
量
よ
り
多
い
量
を
放
流
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆�

ダ
ム
で
は
、
ゲ
ー
ト
等
で
の
放
流
開
始

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
下
流
河

川
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
�

サ
イ
レ
ン
は
、『
50
秒
鳴
ら
し
て
10
秒
休

止
』
を
５
回
繰
り
返
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

■
国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

　

℡
５
２
―
２
２
１
１

■
独
立
行
政
法
人�
水
資
源
機
構

　

徳
山
ダ
ム
管
理
所

　

℡
５
２
―
２
９
１
０

 

み
ん
な
で
防
ご
う
！
土
砂
災
害

土
砂
災
害
防
止
月
間
と
は
？

　

一
瞬
に
し
て
生
命
と
財
産
を
奪
う
土
石

流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、「
日
頃
の
備
え
」

と
「
早
め
の
避
難
」
を
心
掛
け
、
防
災
意

識
を
普
及
す
る
た
め
、
６
月
を
土
砂
災
害

防
止
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
早
め
の
避
難

�

・�

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�

・�

危
険
箇
所
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

�

・�

お
年
寄
り
は
移
動
時
間
を
考
え
て
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

�

・�

強
い
雨
や
長
雨
の
時
な
ど
は
広
報
車
の

呼
び
か
け
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�

・�

危
険
を
感
じ
た
ら
、
自
ら
率
先
し
て
避

難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

横山ダム

中部地方整備局　越美山系砂防事務所

徳山ダム

ドリップ中（洪水後） 給湯中（洪水時）
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
橋　

す
て
さ
ん（
乙
原
）

�

４
月
１
日（
月
）　

95
歳　

　

久
保
田　

淑よ
し
子こ

さ
ん（
三
輪
）

�

４
月
11
日（
木
）　

100
歳　

　

長
柄　

絹き
ぬ
子こ

さ
ん（
大
光
寺
）

�

４
月
18
日（
木
）　

100
歳　

　

森　

東と
う
太た

郎ろ
う
さ
ん（

永
）

�

４
月
25
日（
木
）
�95
歳　

　

森　

は
つ
み
さ
ん（
三
輪
）

�

４
月
29
日（
月
）　

95
歳　

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

チェックリストの結果が届きます
　3月にご記入いただいた結果で、
あなたの元気度が判定されていま
す。結果に応じて、介護予防教室な
どのご紹介もありますので、ご不明
な点はお問い合わせください。みな
さまの健康を応援しています。
地域包括支援センター
　電話 23－1341

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
か
ら
の
補
助
金
を
受

け
て
実
施
し
た
事
業

　

平
成
24
年
度
、
岐
阜
県
か
ら
補
助
金

を
受
け
次
の
６
件
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
避
難
所
案
内
看
板
設
置
事
業

　

�

揖
斐
川
地
内
、
谷
汲
地
内
、
春
日
地

内
の
避
難
所
に
案
内
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

○
町
文
化
協
会
・
特
別
事
業
補
助
金

　

�

揖
斐
川
町
文
化
協
会
が
行
う
創
作
オ

ペ
レ
ッ
タ
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し

た
。

○
カ
ヌ
ー
倉
庫
整
備
事
業

　

�

国
体
が
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー
会
場
に
カ

ヌ
ー
倉
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
補
助
事
業

　

�

生
活
応
援
対
策
、
経
済
対
策
と
し
て

発
行
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

に
関
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
揖
斐
川

町
商
工
会
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し

た
。

○
体
育
施
設
備
品
購
入
費

　

�

健
康
広
場
に
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を
導
入

し
ま
し
た
。

○
小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
事
業

　

�

町
民
や
自
治
会
等
が
購
入
す
る
小
型

除
雪
機
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し

た
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

65 歳以上の方へ
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婚活・恋活お悩み相談室の開設

コミュニケーション講座を開催

婚活・恋活イベントの開催

～揖斐川町はあなたの「婚活・恋活」を応援します～
【お問い合せ先】
　揖斐川町役場　企業誘致課（移住定住担当）
　ＴＥＬ　２２－２１１１　ＦＡＸ　２２－４４９６　町ホームページ　http://www.town.ibigawa.lg.jp

　揖斐川町では少子化の要因の一つになっている晩婚化・非婚化傾向を改善し、定住人口の増加と地域の活
性化を図ることを目的に「さわやか婚活応援事業」を実施します。

　恋愛から結婚まであらゆるお悩みに「婚活・恋活コンシェルジュ（婚活相談員）」
が応じます。独身男女やそのご家族の方はお気軽にご相談ください。
いびがわ婚活・恋活お悩み相談「恋のかけ橋ルーム」

♥日　時：毎月　第 3日曜日　13：00～ 16：00
　　　　　事前予約不要・相談料無料
♥場　所：揖斐川町中央公民館　２階　第１研修室
♥相談員：婚活・恋活コンシェルジュ（婚活相談員）　山岸　美代子
※行事などにより日時が変更になる場合があります。毎月発行のくらしのカレンダーでご確認ください。

　婚活・恋活中の独身男子を対象に、女性と接するときのマナーや会話術など、出会いの場で活用で
きるノウハウを学べる場を提供します。
“独身男子のための”婚活・恋活コミュニケーション講座「幸せへの架け橋」

♥日　　時：7月 3日（水）　19：00～ 20：30
♥場　　所：揖斐川町中央公民館　1階　第 1会議室
♥募集人数：町内在住・在勤の独身成人男性　20名程度
♥参 加 料：無料　　♥申込期限：6月 21日（金）
♥申込方法：申込書を揖斐川町役場企業誘致課まで提出してください。
　（申込書は企業誘致課備え付け、ホームページからもダウンロードできます。）

　婚活・恋活中の独身男女の出会いの場として、ランナーに人気の「いびがわマラソン」への参加を
目指しながら、婚活とランニングが楽しめるイベントを開催します。
いびがわマラソンで「ラン婚」～ランニングも恋もゴールをめざせ！～

♥内　　容：マラソン教室に参加しながら婚活を行う全7回コース（7/7・7/28・8/25・9/15・10/13・11/9・11/24）
　　　　　　初心者でも参加できます。詳しい内容は町のホームページまたは申込書をご覧ください。
♥特　　典：いびがわマラソンにエントリーできます！
♥参加対象：いびがわマラソンに参加したい方で出会いを求めている独身の方
　　　　　　男性：揖斐川町在住で 20歳～ 45歳　10名　女性：20歳～ 45歳　10名
♥参加費用：教室の参加費　2,000 円　※マラソン参加費、飲食などについては個人負担
♥募集期間：6月 10日（月）～ 6月 21日（金）　※応募多数の場合は抽選となります。
♥申込方法：申込書を役場企業誘致課まで提出してください。
　（申込書は企業誘致課・いびがわマラソン事務局備え付け、ホームページからもダウンロードできます。）

サポー
ト

１

サポー
ト

２

サポー
ト

３

揖斐川町で「婚
こん

活
かつ

・恋
こい

活
かつ

」をはじめてみませんか？
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　マンネンタケ（万年茸）の中国名は霊
レイ

芝
シ

でサルノコシカケの仲間です。北半球に広く分布し、日本では北海

道を除く日本各地のウメ、クヌギ、コナラ、ミズナラなど広葉樹の生木、枯木、切り株の根元に生えます。

揖斐川町の民家庭園に植えられた梅などの枯木の根元でまれに発生が見られます。傘は腎臓型で表面は光沢

のある紫褐色、裏面は白色から淡褐色で細孔があり、柄は傘の縁に直角に着きます。

　天然薬物と用い方が書かれた一番古い中国の書物に「神農本草経」（200 年頃）があります。365 種類の薬

物（生薬）が記載され、薬物の性質（薬性）から上薬、中薬と下薬に分類されています。上薬の 120 種は生命

を養うことを主体とし、無毒、多く飲んでも長く飲み続けても副作用は無く、飲めば軽身益気、不老延命の

効果があるものが集められています。中薬の 120 腫は性を養うことを主体にしたもので、人により有毒と無

毒があります。その点注意して用いねばなりません。下薬の125種は病気を治すことが主であり、多毒であり、

永く飲むことはできません。病気によって服用が異なり注意が必要です。その点霊芝は上薬に分類されてい

ますから最も貴重な薬物であり安心して使えます。さらに霊芝の色によって白芝、黄芝、青芝、赤芝、紫芝、

黒芝に分けられていて薬用途が異なると言われています。日本での多くは紫芝に分類することができます。

　マンネンタケは天日で十分乾燥させますが、天然の採取マンネンタケの内部（子実層）にきのこ蠅
バエ

が卵を産

み付けていると、幼虫となり内部を食べて成長し表面に孔をあけて出てきます、その時点で内部はぼろぼろ

になって不良品となります。これを防止するため蒸してから乾燥させます。乾燥したものは生薬でも霊
レイ

芝
シ

と

呼んでいます。霊芝の薬効は強壮、鎮静、肝臓保護などの作用があるので更

年期障害、不眠症、消化不良、神経衰弱、肝臓疾患などの慢性疾患に効き目

が有ります。成分はβ - グルカンなどの多糖体、テルペノイドなどが含まれて

いるので抗がん作用、免疫増強作用が期待されます。用い方は、霊芝を削っ

て粉末とし、その 2～ 3グラムを服用するか、煎じて用いるときは刻んだ霊

芝を一日量 15～ 20グラムに水 600 ミリリットルを加えて煎じます。沸騰し

たら火を弱めて約半量まで煮詰めて一日三回食間に服用します。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

平成25年度自衛官等募集種目のお知らせ
募　集　種　目 お問い合わせ

航 空 学 生 航空・海上

詳しい募集要件については

防衛省自衛隊岐阜地方協力本部ホームページ

URL：http://www.mod.go.jp/pco/gifu/

又は

自衛隊大垣地域事務所

〒503－0015　大垣市林町5－18（光和ビル2階）

TEL：0584－73－1150

一 般 曹 候 補 生 陸・海・空
自 衛 官 候 補 生 陸・海・空

防 衛 大 学 校

推　　　 薦
総 合 選 抜
一 般 前 期
一 般 後 期

防衛医科大学校
医学科学生
看護科学科

高等工科学校生徒
推　　　 薦
一　　　 般

マンネンタケ（サルノコシカケ科）いびがわ　特産品シリーズ


